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令和６年第１６回大川市教育委員会（定例会）会議録 

 

令和６年１２月２３日、大川市役所大会議室において、令和６年第１６回教育委員会（定例会）を開

催した。出席者及び会議の経過並びに結果は次のとおりである。 

 

１．開会及び閉会に関する事項 

開会  １５時００分 

閉会  １５時５０分 

 

２．出席委員の氏名 

教育長職務代理者  谷川 朋昭 

委  員  蔵本美保子 

 委  員  今村 秀一 

 委  員  木下 明子 

 

３．欠席委員 

なし 

 

４．事務局等の出席者 

学校教育課長          添田 宗孝 

学校教育課主幹指導主事     藤岡 忠司 

生涯学習課長          森  悟 

学校教育課課長補佐       緒方 範子 

生涯学習課課長補佐       米永 英人 

学校教育課学務係長       西村 勇次郎 

生涯学習課文化・社会・人権・同和教育係長 田中 健太郎 

記録者・学校教育課総務係    相浦 一也 

 

５．傍聴者 

なし 

 

６．付議案件 

審議事項 

（１） 議案第３２号 臨時代理の承認について  

（２） 議案第３３号 令和７年度大川市一般会計予算要求額（教育費）について 

報告事項 

（１） 会計年度任用職員の任用について 

（２） 学校安全の日の取組について 

 

７．教育長職務代理者の挨拶の要旨 

（１）大川市人権週間について 

映画「１８９」の上映があった。児童虐待についてのもので、「虐待をみつけたら、１８９

に電話をしてください。」という内容のものであった。これで多くの子どもたちが助かるとい

うことを知っていただきたい、という啓発のための映画であった。 
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（２）インフルエンザの流行について 

先週ぐらいから市内小中学校でもインフルエンザが流行していると聞いている。学校は明

日までで冬休みに入るが、年末年始、中学生は受験シーズンになるので、感染予防対策を家庭

の方でもお願いしたい。 

 

８．議事の大要 

．議事の大要 

審議事項 （１）議案第３２号 臨時代理の承認について 

委 員 

 

事務局  

建築士の任用だが、何か事業をするのか。 

 

１番は藩境の旧緒方家住宅の改築が主な業務になる。あとは社会教育施設の営

繕関係を担ってもらうことになる。 

 

≪採決≫ 全員挙手により原案のとおり承認 

審議事項 
（２）議案第３３号 令和７年度大川市一般会計予算要求額（教育費）につ 

いて 

委 員 

 

事務局 

 

委 員 

 

事務局 

 

委 員 

 

事務局 

 

委 員 

 

事務局 

 

 

 

 

委 員 

 

 

事務局 

 

委 員 

 

タブレットは全数入替ということか。 

 

全数入替である。 

 

何年で何台を入替えるのか。 

 

導入して５年が経過しており、約２，０００台を入替する。 

 

近隣自治体含め全国的にこのような状況か。 

 

全国一斉に変わる。 

 

他の方法をしている自治体はあるか。 

 

全国的に同じやり方である。国から３分の２の補助がでる。大川市も福岡県内

の自治体との共同調達に参加しており、連携をとりながらおこなっている。一斉

に機器の入替をするので、この時期は機器が揃わなかったりすることがあるが、

共同ですればきちんと揃うだろうという判断でおこなっている。 

 

全国的に導入時より織り込み済ということか。単費の３分の１がここに出てい

る金額か。 

 

歳入に３分の２があがってくるが、歳出では全額分計上されている。 

 

教育相談と不登校対策事業で、ヤングアドバイザー謝礼の増となっているが、

現在何人のアドバイザーがいるのか、その謝礼はどのような規定となっているか。 
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事務局 

 

 

委 員 

 

事務局 

 

 

委 員 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

事務局 

 

 

 

委 員 

 

事務局 

 

 

委 員 

 

事務局 

 

 

委 員 

 

 

事務局 

 

 

委 員 

 

 

謝礼は４時間程度で２，８００円としている。現在国際医療福祉大学の学生に

授業の合間に来てもらっている。 

 

増となっているので、これから増えていくのか。 

 

コロナ禍で大学生が来る人数も抑えられていたが、これから増やしていきたい

と思っている。 

 

文化センターの客席の入替は今後どうなるのか。 

 

客席入替は予算要求の段階であるので、どうなるかわからないが、現場として

は、自主事業が終わった後のアンケートに椅子が狭いと書かれているし、前市長

も現市長もどうにかしたいと言われていた。今１，１００席程あるが、設計によ

ってどれぐらいの席数とするのか、緩やかにするのかなど、検討していかなけれ

ばならないが、原課として要求はするが、どうなるのかわらないのが現状である。

また、工事する時に大ホールを使用禁止にしないといけないので、するのであれ

ば大ホールの天井も吊り天井の構造になっているため、大きな地震が来た時には

落下の可能性も考えられるので、併せて天井も工事をするといくらになるのかと

いう設計をしたいと考えている。 

 

座席入替と天井工事が連動しているようであるが、同じ設計業者になるのか。 

 

別になる。閉館しなくてはいけないというところが連動しているだけで、１年

先の予約が入っているため、設計業務の予算が通れば、次の年１年間予約を止め

て、同時に工事にかかることになる。これが１番無駄はないと考えている。 

 

来年度、両工事の設計額や座席数などの概要がわかるとということか。 

 

設計業務の中で座席の数などの仕様を決め、設計業務が終わると、最終的に金

額がでる。 

 

連合女性会支援事業で補助金額が上がっているが、内容を詳細に教えてほしい。 

 

２３万８千円の予算でしてもらっていたが、ここ最近は支出が多くなっており、

繰越金も減っているため、要求としては５０万円としている。 

 

特段何かをするから増やしているというわけではないのか。予備として増やし

ているのか。 

 

繰越金も底をついてきたので、今回増額を要求している。例年５０万円を要求

しているが、査定で減額されて２３万程度になっていた状況である。 

 

市立図書館の LED 化であるが、リースの具体的な年数と対応範囲はどこまで

か。 
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事務局 

 

 

 

 

委 員 

 

事務局 

 

 

 

委 員 

 

事務局 

 

 

 

委 員 

 

事務局 

 

委 員 

 

事務局 

 

 

 

委 員 

 

事務局 

 

委 員 

 

 

 

事務局 

 

委 員 

 

 

事務局 

 

委 員 

 

 

詳細までは確認していない。基本的には２０２７年までで蛍光灯の生産が中止

されるので、それまでに LED電球に変えていかないといけないが、施設の全体を

すると、１年で何百万という予算が必要となるので、図書館としては、工事は１

年でするが、費用は１０年リースだと１０年間で均等化できると考えている。 

 

図書館以外も一度にすると多額の費用がかかるからか。 

 

１２月議会の一般質問でも市総務課が答弁をしたが、公共施設全体が同じ問題

に直面をしている。その問題については総務課が市庁舎や学校など全体的に考え

るが、図書館としては、リースで更新をしていきたいという方針である。 

 

市立図書館としてはリースで LED化したいということか。 

 

交換が必要なものは随時 LED 化しているが、社会体育施設でも市民体育館は

既に LED化されている。それぞれの施設により進捗具合が違うので、生涯学習課

としてというより図書館としては、リースという方法を選択している。 

 

リース以外に他の方法はどういったものがあるのか。 

 

一斉に工事する方法である。 

 

全て工事で終わらせるという方法か。 

 

照明だけ変えればいいところとふれあいの家など、土台から変えないといけな

いとこともあり、費用が多額になるところもあるので、ふれあいの家などどうす

るかは決めかねているところである。 

 

市立図書館は本体ではなく、照明だけ変えれば良いということか。 

 

本体から取り替えるものと照明だけ変えればいいものがあるようである。 

 

本体から変えるものと電球だけ変えるものではその後のランニングコストも違

うと聞いているが、それはどうか。本体から変えないと節電にならないと聞いて

いるが。 

 

そこまで詳しくはわからないが、電球を変えれば長持ちするのかと考えていた。 

 

そのリース契約は、例えば電球が切れた場合、何年間はリース内の補償で、無

償で取り替えますというルールなのか。 

 

そこまでは承知していない。 

 

リースも色々な補償があって、内容が厚かったり薄かったりあると思うが、本

体を変えるか否かでだいぶん違うので、どうゆう形で取組まれるのかを確認した
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委 員 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

委 員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

事務局 

かった。 

 

タブレットは５年間更新ということであるが、前回は全児童分だったが、新１

年生や低学年は毎日毎週使うのかなというのがあって、費用が高いので、共同で

全員分無くてもいいのかなと思うが。多額の予算をかけて全員分揃えてもどれぐ

らい使うのかと思う疑問があって、最初のコロナの時は結構使っていたと思うが、

そこまでという感じでもないので、１年生から６年生まで全員に１台必要かと感

じるが。 

 

国の方針としては１人１台であるので、その方針に基づいて大川市としてはや

っていきたいし、今藤岡主幹の方で情報活用能力を田口小と大川桐英中で端末を

いかに活用していくかということを研究しているので、今後そこからも広げてい

って、やっていく必要があると思っている。 

 

先日校長会で東京と埼玉県に研修視察にいったが、その時に子どもたちの様子

をみると、もうタブレットが当たり前になっている。授業が始まる時に筆箱を置

くのと一緒にタブレットが当たり前にあるという感じであった。子どもたちも何

の躊躇もなく使っている。それを見ると大川市は少し遅れているなと感じるのが

現状である。昨年度より本年度の方が授業に活かしているので、益々力をつけて

いって、今の小学生・中学生が大人になるときは、パソコンを使えないというの

は仕事をするうえできついことになるので、活用能力として高めていかないとい

けないなかでは１人１台必要である。 

 

使う机が小さくて狭い。ちょっとプラスして広くなるものもあるみたいだが、

教科書もタブレットもというと便利だけど窮屈に授業を受けているなと学校訪問

の時も感じるので、そのあたりの手立てがしてあげればいいなと思う。 

 

中学校管理費で大川桐英中学校のサブアリーナの空調設置工事があるが、サブ

アリーナに空調設備を入れるということか。 

 

サブアリーナが校舎に囲まれて風通しも良くなく、６月の部活動中に熱中症に

なった生徒がでて、その後夏休みの１番暑い時期に大川桐英中のサブリアリーナ、

大川小の体育館、大川桐薫中の体育館と温度を毎日は測ったところ、サブアリー

ナが２～３℃高い状況であったので、前市長であったが、お願いをしてやろうと

いうことになった。現在設計をおこない、工事費を要求しているところである。 

 

大川桐英中が終わったあとに、他の小中学校も段階的に設置するということで

はないのか。 

 

今のところ大川桐英中のみである。他の学校からも要望はあると思う。避難所

にもなっているので、今後そこは協議していきたい。 

サブアリーナは外部に貸出はしてないので、空調代の請求はないが、他のとこ

ろは貸出ているので、例規の整備が必要となり、時間はかかる。 
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≪採決≫ 全員挙手により原案のとおり承認 

報告事項 （１）会計年度任用職員の任用について 

質問・意見等なし 

報告事項 （２）学校安全の日の取組について 

委 員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

各学校で点検し、整備が必要で予算が必要となるところは、市にきちんと上が

ってきて、その年度によっての取捨選択で、できるもの、できないものという判

断がおこなわれているのか。 

 

学校での日常点検や年１回の専門業者による遊具の点検で不具合があったもの

は修繕をしている。特に危険な場合は予備費等で予算措置のうえ、壁の補修など

おこなっている。 

 

 


